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1. 前書き 

情報検索において欠かせない前処理の一つに、不要語

の消去が挙げられる。不要語とは文字通り「情報検索にお

いて不要な語」であり、SlothLib が一般公開している不要語

リストが代表例である[1]。不要語の定義は厳密に規定され

ておらず、一般的には括弧や演算子、数字などといった「記

号」、単体では意味を待たない「付属語」、さらには、前記の

条件には含まれないが文面での出現頻度が多く、文書を特

徴づけうる語には到底なりえない「非特徴語」が不要語とし

て扱われている可能性がある。 

「非特徴語」の選定には明確な定義がなく、極めて抽象

的な概念となっている。SlothLib の不要語リストに含まれる

単語はまさしく「非特徴語」であり、なぜこの単語群が不要

語と判断されているのかは不明である。不要語は果たして

本当に不要なのか？ 本研究では、この疑問を解消するた

めに、単語出現頻度(tf)、逆文書頻度(idf)を用いて、不要語

の特性を明確化し、SlothLib の不要語リスト内の有効性を

検証する。 

 

2. 不要語指標 

 本稿では、不要語の判定基準として不要語指標 tf-tfidfを

用いる。この値が高い単語を不要語と定義し、SlothLib 不

要語リストと比較して、この条件の有効性を検証する。具体

的な数式は①である。 

log 𝑡𝑓𝜔 − 𝑡𝑓𝑖𝑑𝑓𝜔⋯① 

𝑡𝑓𝑖𝑑𝑓𝜔 =
𝑡𝑓𝜔
𝑑𝑓𝜔

 

 ここで、𝑡𝑓𝜔は全文書に含まれる単語ωの数であり、𝑑𝑓𝜔は

単語ωを含む文書の数である。不要語とその他の単語との

閾値については、全文書に含まれる単語のうち、不要語指

標の上位 10%の値とする。 

 

3. 実験 

本研究で対象となるコーパスは、毎日新聞の 2016 年度

版のデータ 1 年分（記事数：83669 件、総単語数 12698459

語、244470 種類）である。また、不要語リストとして SlothLib

が公開している 301 語を用いる。 

 

表 1 条件を満たす単語と満たさない単語 

 

 

コーパスに含まれる総単語のうち、不要語指標値が

24447 番目に高い値は 2.43 であり、これを閾値とする。コー

パス中に登場した 294語のリスト語のうち、273語が不要語

指標の上位 10%の条件を満たす（92.9%、表 1 参照）。 

SlothLib の不要語リスト内で条件を満たさなかった 21 語

には「すね」「あっち」「どっか」「ごっちゃ」など、新聞では好

まれない砕けた表現が多い。こういった単語は tf の値が小

さくなり、不要語の条件を満たさない。これらは、コーパスの

特徴を反映した結果である。 

 

4. 結論 

 本研究では不要語指標 tf-tfidf を提案し、これを用いて

不要語の判別を行い、SlothLib が公開している不要語リス

トの単語を検証した。この結果、92.9%(273/294)が不要語で

あると判断できた。また、リスト外で不要語指標条件を満た

した単語の多くは、コーパスに依存している。 
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